
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：約50項目

問題あり：2件

要確認：15件

問題なし：33件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞の検証  

1.1 人名  

福島伸享（ふくしま のぶゆき）

記載内容：「1970年8月8日生」

検証結果：✓正確

根拠：Wikipedia、衆議院公式プロフィールで確認

佐川宣寿氏

記載内容：「財務省理財局長」

検証結果：✓正確

根拠：森友学園問題当時の役職として複数報道で確認

安倍晋三

記載内容：「首相」として記載

検証結果：✓正確

根拠：2017年当時の首相

岸田首相

記載内容：現職首相として記載

検証結果：△要確認

理由：2025年10月時点での首相は石破茂氏（2024年10月就任）。記事内で「岸田首相との直接対決7回」は
2021-2024年の期間を指すと思われるため文脈的には問題ないが、「現職」としての記載は要確認

小池百合子

記載内容：「希望の党代表」

検証結果：✓正確

根拠：2017年の希望の党代表

吉良州司

記載内容：「有志の会」メンバー

検証結果：✓正確
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根拠：有志の会公式情報で確認

1.2 組織名・政党名  

通商産業省（現経済産業省）

検証結果：✓正確

根拠：2001年の中央省庁再編で経済産業省に改組

民主党→民進党→希望の党→無所属

検証結果：✓正確

根拠：福島氏の政党遍歴として複数情報源で確認

有志の会→有志・改革の会

記載内容：「2025年10月に合流」

検証結果：✓正確

根拠：2025年10月に有志の会と改革の会が統合

立憲民主党、国民民主党

検証結果：✓正確

1.3 地名・選挙区  

茨城1区（水戸市など）

検証結果：✓正確

根拠：衆議院選挙区として確認

茨城県西部メディカルセンター

検証結果：✓正確

根拠：茨城県の医療施設として実在

国道50号バイパス

検証結果：✓正確

根拠：茨城県内の主要国道

2. 数値情報の検証  

2.1 選挙・当選回数  

「2009年初当選」

検証結果：✓正確

根拠：第45回衆議院議員総選挙で民主党から当選

「2012年落選」

検証結果：✓正確
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根拠：第46回衆議院議員総選挙で落選

「2014年比例復活」

検証結果：✓正確

根拠：第47回衆議院議員総選挙で比例復活当選

「2017年小選挙区で敗北」

検証結果：✓正確

根拠：第48回衆議院議員総選挙

「2021年無所属で当選」

検証結果：✓正確

根拠：第49回衆議院議員総選挙

「2024年の第50回総選挙で当選、通算4期目」

検証結果：✓正確

根拠：第50回は2024年10月27日実施。当選回数も正確

「戦後初めての非自民議席」

記載内容：茨城1区で戦後初

検証結果：△要確認

理由：細かな歴史的事実の検証が困難だが、文脈上合理的

2.2 法案提出数  

「12本もの議員立法を提出」

検証結果：△要確認

理由：PDF文書内で具体的に列挙された法案は約10本程度。「12本」という数字の出典が文書内で明確でな
い

「提出法案数は12本、可決成立はそのうち1本程度」

検証結果：△要確認

理由：ギャンブル依存症対策基本法は2018年成立が確認できるが、他の法案の詳細な成否は要確認

2.3 国会質疑回数  

「2021年の当選からわずか3年で国会質疑89回、岸田首相との直接対決7回」

検証結果：△要確認

理由：元PDF文書に記載されているが、公式な国会会議録での全数確認は未実施

「安倍首相と19回にわたり直接論戦」

検証結果：△要確認

理由：同上

「累計発言数は100回を超える可能性」
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検証結果：△要確認（推定値として適切）

理由：元文書でも推定として記載

2.4 年月日  

「2015年3月27日」（農業関連法案4本提出）

検証結果：△要確認

理由：国会議案データベースでの個別確認が必要

「2016年4月28日」（エネルギー協同組合法案提出）

検証結果：✓正確

根拠：参議院議案情報で確認可能

「2017年6月」（ギャンブル依存症対策基本法案提出）

検証結果：✓正確

根拠：2018年成立の基本法として確認

「2018年成立」（ギャンブル依存症対策基本法）

検証結果：✓正確

根拠：2018年7月成立

「2024年5月20日」（政治資金規正法改正案提出）

検証結果：✓正確

根拠：立憲民主党ニュースで確認

「2024年1月15日」（YouTube登録者1万人達成）

検証結果：△要確認

理由：Playboardデータとして元文書に記載されているが独立確認は困難

「2025年10月」（有志・改革の会結成）

検証結果：✓正確

根拠：2025年10月の報道で確認

「2012年党員資格停止2カ月」

検証結果：✓正確

根拠：消費増税法案反対による民主党の処分として報道

2.5 金額  

「300万円の寄附」（2021年分政治資金収支報告書）

検証結果：△要確認

理由：茨城県選管の収支報告書に記載とされるが、実物の確認は未実施

「文書通信交通滞在費（毎月100万円支給）」

検証結果：✓正確
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根拠：国会議員の文通費として公知の事実

2.6 その他の数値  

「YouTube登録者数約1万数千人」（2025年現在）

検証結果：△要確認

理由：現時点でのYouTubeチャンネル登録者数の確認が必要

「投稿動画は累計289本以上」

検証結果：△要確認

理由：元文書の記載だが時点が不明確

「Xフォロワー数約5,000人」（2025年時点）

検証結果：△要確認

理由：実際のアカウント確認が必要

「Xアカウント名@fukuchan_ib」

検証結果：✓正確

根拠：複数の情報源で確認

「2016年民主党政調副会長兼国対副委員長」

検証結果：✓正確

根拠：Wikipedia等で確認

3. 事実関係の検証  

3.1 経歴  

「東大農学部卒業」

検証結果：✓正確

根拠：公式プロフィールで確認

「通商産業省（現経済産業省）の官僚」

検証結果：✓正確

「小泉政権期に官僚を辞して政界に挑戦」

検証結果：✓正確

根拠：2003年に退官

3.2 重要な政治的出来事  

「森友学園問題での追及」（2017年）

記載内容：「安倍晋三首相から『私や妻が関わっていたら、総理も国会議員も辞める』という答弁を引き出し

た」

検証結果：✗誤り
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正しい情報：この答弁を引き出したのは福島伸享氏ではなく、民進党（当時）の議員による質疑の中で安倍

首相自身が発言したもの。福島氏が森友問題で追及したことは事実だが、この特定の答弁を「引き出した」

という記述は不正確

根拠：2017年2月17日の衆院予算委員会での安倍首相の自発的発言

「2022年文通費の一部日割り支給など制度見直し」

検証結果：✓正確

根拠：2021年末～2022年にかけての法改正で実現

「2021年会社法改正で社外取締役2名義務づけ」

検証結果：✓正確

根拠：2021年3月施行の改正会社法

「2022年の10増10減（小選挙区定数調整）」

検証結果：✓正確

根拠：2022年の公職選挙法改正

3.3 議員連盟  

議員連盟の役職一覧

検証結果：△要確認

理由：元文書に記載されているが、各議連の公式情報での確認が必要

以下の議連について記載あり：

空襲被害者等議員連盟（副会長）

人権外交を超党派で考える議連（副会長）

中国による人権侵害を究明し行動する議連（幹事）

明治の日を実現する議連（幹事）

タクシー政策議連（副会長）

インボイス問題検討議連（副会長）

日本・パレスチナ友好議連（幹事）

衆議院選挙制度の抜本改革を実現する超党派議連（幹事長）

3.4 5つの重点政策  

公約として掲げられた5つの政策：

1. 教育改革

2. 地域分散型経済

3. 企業支援（無能な大企業経営者は退場）

4. 対米従属からアジアのリーダーへ

5. 統治機構改革

検証結果：✓正確
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根拠：選挙公報の原稿PDFで確認可能

3.5 提出法案のリスト  

元文書に記載された主な法案：

1. 農業者戸別所得補償法案（2015年）

2. 農地・水等共同活動の促進法案（2015年）

3. 中山間地域等条件不利地域の農業継続促進法案（2015年）

4. 環境保全型農業促進のための交付金法案（2015年）

5. 農業協同組合法の一部改正法案（2015年5月）

6. 国有林野事業職員関連2法案（2015年8月）

7. 熱エネルギー関連法案（2015年9月、2016年4月）

8. エネルギー協同組合法案（2016年4月）

9. 畜産物価格安定法等改正案（2017年2月）

10. ギャンブル等依存症対策基本法案（2017年6月）

11. 政治資金規正法改正案（2024年5月）

検証結果：△要確認

理由：国会議案データベースでの個別確認が必要だが、概ね信頼できる情報

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 森友学園問題の記述（重要）

現在の記述：「福島氏は財務省理財局長だった佐川宣寿氏の答弁の矛盾を徹底追及し、安倍晋三首相

から『私や妻が関わっていたら、総理も国会議員も辞める』という答弁を引き出しました」

修正案：「福島氏は財務省理財局長だった佐川宣寿氏の答弁の矛盾を徹底追及しました。この森友問

題を巡る国会論戦の中で、安倍晋三首相は『私や妻が関わっていたら、総理も国会議員も辞める』と

の答弁を行い、後に政権を揺るがす重石となりました」

2. 現職首相の記述

記事内で「岸田首相」への言及がある箇所について、時期を明確化すべき

特に「岸田首相との直接対決7回」は2021-2024年の期間であることを明示

追加確認が推奨される情報  

1. 法案提出総数「12本」

元文書で12本と記載されているが、具体的に列挙された法案は約10本

福島氏の公式サイトや国会議案データベースでの確認を推奨

2. 国会質疑回数の詳細

「89回」「19回」などの具体的数値

国会会議録検索システムでの全数確認を推奨
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3. YouTube、SNSの数値

登録者数、フォロワー数、投稿数などは時点を明確にすべき

実際のアカウントでの確認を推奨

4. 議員連盟の役職

各議連の公式情報での確認を推奨

5. 政治資金収支報告書の具体的金額

茨城県選管の公開資料での確認を推奨

6. 地元での具体的成果

メディカルセンター建設、国道バイパスなどの予算確保の詳細

地元報道や行政資料での確認を推奨

文書全体の信頼性について  

元のPDF文書は参考文献リストを含む学術レポート形式で作成されており、多くの情報源が明示されています。た
だし：

一部の情報は「確認できなかった」と明記されている

推定値や推測も含まれている

二次情報源（個人サイト、SNS等）に依存している部分がある

したがって、重要な事実については一次情報源（国会会議録、政府公式サイト、選管資料等）での再確認が望まし

いです。

総合評価  

記事は元PDF文書の内容を忠実に再構成しており、大きな誤りは少数（森友問題の記述1件）です。ただし、元文書
自体が推定や要確認事項を含んでいるため、特に数値情報については慎重な扱いが必要です。政治家の活動を包括

的にまとめた資料としては有用ですが、個別の事実確認には一次情報源の参照が不可欠です。
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